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論文内容要旨
 近年増加しつつある肝癌,胆道癌と胃癌の罹患率は大きな差があり集検を行なうには発見率を
 高める必要がある。肝癌はび慢性肝疾患,HBs抗原陽性と,胆道癌は胆石症,胆嚢ポリープと
 密接に関係しておりこれらの疾患を効率よく発見することにより肝胆道癌発見の効率も向上する
 と考え関係する危険因子について検討した。
 <対象および方法>
 対象の年令は40歳より69歳までの男女とし集検の実施地域は次のようにして定めた。昭和55年
 の宮城県血液センターが行なった献血者の調査からHBs抗原陽性者の頻度が高く昭和45年から
 49年までの全国死亡を100とした肝癌標準化死亡比(standardizedm6rtalityratio以下SM
 R)が高い宮城県内の雄勝町(以下0町,HBs抗原陽性率9.03%,肝癌SMR155.8),一迫町
 (以下1町,HBs抗原陽性率5.95%,肝癌SMR188.4)を地域的高危険度群とし対照地域とし
 て津山町(以下丁町,HBs抗原陽性率L62彩,肝癌SMR47.3)を選んで検診を行なった。さ
 らに昭和58年度の宮城県対がん協会がん検診センター施設希望受検者も対象に加えた。O町,1
 町においては事前に問診表を配布,回収し検診対象者として次の危険因子を1つ以上有するもの
 を優先的に検診を行なった。危険因子は肝疾患家族歴,輸血歴,肝胆膵疾患糖尿病の既往歴,日
 本酒換算で毎日2合以上の飲酒,肝胆疾患に関係する症状とした。丁町,施設希望者では高危険
 度群の設定はせず希望者に検診を行なった。検診は超音波検査に生化学検査,HBs抗原,α一
 fetoproteinを併用した。地域差の検討は昭和57年,58年の3町受検者のうち危険因子保有者中
 のび慢性肝疾患,HBs抗原陽性,胆石症,胆嚢ポリープの有所見率を比較した。危険因子保有
 者数は0町で429名(男235名,女194名),1町462名(男245名,女217名),'丁町で168
 名(男107名』女61名)で合計1,059名(男587名,女472名)であった。危険因子設定の効
 果に関する検討は対照地域の丁町において昭和57年,58年の危険因子保有者と昭和56年から昭和
 58年の全受検者のび慢性肝疾患,HBs抗原陽性,胆石症,胆嚢ポリープの有所見率を比較した。
 丁町の全受検者数は582名(男286名,女296名)であった。個々の危険因子の検討は3町の全
 受検者すなわち0町622名(男281名,女341名),1町516名(男264名,女252名),丁町
 582名(男286名,女296名)と施設希望受検者103名(男43名,女60名)の合計1,823名(男
 874名,女949名)を対象として行なった。検討した危険因子は肝胆膵疾患糖尿病の家族歴,輸
 血歴,肝胆膵疾患糖尿病の既往歴,日本酒換算で毎日3合以上の常習性飲酒歴,肝胆疾患に関係
 する症状で,それぞれについて保有者と非保有者中のび慢性肝疾患,HBs抗原陽性,胆石症,
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 胆嚢ポリープの有所見率を比較検討した。
 <結果>
 地域差の検討ではび慢性肝疾患,HBs抗原陽性の有所見率はO町で2L4%,丁町で13.7%,
 1町で7、6彩であり,胆石症,胆嚢ポリープの有所見率は7.1%から7.9%で3町間に有意差を認
 めなかった。危険因子設定の効果に関する検討では有所見率は全受検者で10.7%であり危険因子
 保有者では20.2%で,危険因子保有者で有意に有所見率が高かった。個々の危険因子の検討では
 び慢生肝疾患,HBs抗原陽性に関しては男女を総合すると輸血歴,肝疾患既往歴,男では肝疾
 既往歴,胆膵疾患糖尿病の既往歴保有者で非保有者に比し有意に有所見率が高かった。胆石症に
 関しては男女合計,男,女のいづれにおいても輸血歴,肝疾患既往歴,胆膵疾患糖尿病の既往歴
 保有者で非保有者に比し有意に有所見率が高かった。輸血歴保有者中の胆石症で上腹部手術の既往があ
 る例は19.0%(21例中4例)であり非保有者の胆石症67例中では上腹部手術の既往を有する例はみら
 れなかった。胆嚢ポリープに関しては男女を総合すると腹痛,背痛,腹部膨満感の症状保有者で
 有意に有所見率が高かった。
 <考案>
 地域差に関する検討では危険因子保有者中0町で他の2町に比し高い有所見率であったがHBs
 抗原陽性率,肝癌SMRに対応した有所見率は必ずしもえられず地域的特殊性の関与も否定でき
 なかった。危険因子設定の効果について対照地域の丁町内において検討したところ主としてび慢
 性肝疾患の有所見率の向上により検診の効率の向上に有用と考えられた。このことから全受検者
 においてび慢性肝症患およびHBs抗原陽性,胆石症,胆嚢ポリープに関係する危険因子を検討
 したところ輸血歴,肝疾患既往歴,肝膵疾患および糖尿病の既往歴,常習性飲酒歴保有者で有意
 に有所見率が高かった。輸血歴においては胆石症に関しては上腹部手術歴の影響を否定できなか
 った。肝胆集検に際しては事前に問診表によりこれらの危険因子保有者を選別して検診を行なう
 ことが効率の向上に有用である。
 一103一
論文審査要旨
 肝疾患に関する検診としては血清の生化学検査が行われているが,これだけでは肝癌,胆石症
 などは見逃されるので,これを超音波検診によって補うことを目的としてこの研究が行われた。
 著者は効率よく発見するために,高危険度群を設定して集検をおこない危険因子について地域差
 を含めて検討した。
 対象は献血者の調査によるHBs抗原陽性率と肝癌標準化死亡比(standardizedmortalityratめ
 以下SMR)を考慮して選んだモデル地域3町住民と宮城県対がん協会がん検診センター施設希
 望受検者である。対象年令は40才より69才までとし合計1823名(男874名,女949名.)につい
 て問診表による危険因子め調査,血液検査,超音波検査をおこなった。危険因子は肝疾患家族歴,
 胆膵疾患と糖尿病の家族歴,輸血歴,肝疾患の既往歴,胆膵疾患と糖尿病の既往歴,常習性飲酒,
 肝胆疾患に関係する症状とし,つぎの成績を得たという。
 モデル地域3町の危険因子保有者中の有所見率の比較では,各町の有所見率とHBs抗原陽性率,
 肝癌SMRとの間には関連が認められなかった。つぎにモデル地域の1町において危険因子保有
 者と全受検者の有所見率を比較したと.ころ危険因子保有者で有意に高かった。全受検者における
 保有者と非保有者中の有所見率の差より個々の危険因子を求めると,び慢性肝疾患,HBs抗原陽
 性に関係する危険因子は男では肝疾患既往歴と常習性飲酒,女では肝疾患既往歴,輸血歴,胆膵
 疾患と糖尿病の既往歴で,男女を総合すると肝疾患既往歴と輸血歴であった。胆石症に関係する
 危険因子は男,女のいずれにおいても肝疾患既往歴,輸血歴,肝膵疾患と糖尿病の既往歴であっ
 た。胆嚢ポリープには腹痛,腹部膨満感,背痛の3症状が男女を総合すると関係していた。これ
 らの成績より著者は肝胆集検に際しては事前に問診表によりこれらの危険因子保有者を選別して
 検診をおこなうことが効率の向上に有用と結論している。
 本論文は超音波により肝胆道疾患の集検の効率化について明確な示唆を与えるものであり学位
 授与に値する。
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